
妨

二
十
四
怨

妨
三
雄

六
八

二六

茨
城
願
稲
敷
郡
阿
見
村
及
び
舟
島
村
の
員
化
石
静

(
霞
ケ
浦
附
近
新
庄
代
化
石
群

其
の

7
)大

炊

御

門

経

輝

霞
ケ
浦
附
近
ほ
は
蛮
-
洪
積
層
が
磯
達
し
多
数
の
貝

化
石
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡
阿
見
村
大
和
田
及
び
育
宿
附

(こ

近
の
化
石
は
小
林
項

一
撃
士
は
保
ち
報
告
rb
机
､
此
の

(二)

地
方
の
地
質
に
輔
し
て
は
佐
藤
或
止
技
師
の
調
査
が
あ

わ
､
湖
畔
の
崖
の
下
部
に
露
出
し
て
ゐ
る
青
物
色
細
砂

暦
に
含
ま
れ
る
月
化
石
に
依
-
此
の
化
石
層
を
武
減
野

(≡
)

系
下
部
暦
の
上
部
は
封
此
さ
れ
た
｡
其
の
後

大

塚

櫛
之

助
学
士
は
大
岩
田
及
び
常
宿
附
近
の
月
暦
を
此
校
的
温

暖
な

水
温
を

不
し
て

ゐ
る
こ
と
か
ら

成
田
骨

粉
楠
階

に
比
較
さ
れ
た
が
､
最
近
は
湘
又
暦
に
封
此
さ
れ
て
ゐ

る

0

阿
見
村
青
沼
､
舟
島
村
島
津
等
の
貝
暦
は
佐
藤
技
師

に
依
-
既
に
報
脅
さ
れ

てゐ
る
が
'
近
頃
此
の
附
並
の

水
田
腫
脹
の
為
は
採
土
場
が
出
水
で
虞
々
ほ
新
し
い
切

割
が
見
ら
れ
保
存
の
良

い
化
石
が
稗
ら
れ
る
｡
聾
者
の

採
集
し
た
化
石
産
地
は
次
の
通
ら
で
あ
る
.(
番
魂
は
地

図
上
の
と
同
じ
)

l
阿
見
村

那

邦

2
舟
島
村
掛
馬
と
同
村
島
津
と
の
中
間

3
舟
島
村
復
原

4
舟
島
村
復
原
と
同
村
舟
子
と
の
中
間

舟
島
村
復
原
(3

)
の
切
制
に
於
け
る
地
質
の
断
面
固



固 一 節

(す京を地産石化は字数の上岡)近附相島舟郡赦摺
茨
城
勝
村
故
郷
阿
見
村
及
び
介
抱
村
の
只
化
石
櫛

は
第
二
閲
の
加
-
で
､
他
の
化
石
産
地
に
於
で
も
略
之

と
岡
城
で
あ
る
が
特

に
凹
の
褐
旗
色
粘
土
層
は
他
の
地

層
は
較
べ
て
か
な
-
槻
-
､
各
化
石
産
地
は
於
で
離
め

ら
れ
る
｡
化
石
は
い
づ
机
の
産
地
に
於
で
も

凹の
粘
土

層
の
下
の
青
粉
色
細
砂
瀞
中
は
含
ま
れ
て
ゐ
て
'
此
の

附
近
で
は
H
か
ら

上
の
地
層
に
は
化
石
は
風
琴

･Elな

い

0Ⅳ
の
地
層
は
'
佐
藤
技
師
の
武
蔵
野
系
下
部
暦
に
t

H
t
EjH
の
地
層
は
武
減
野
系
上
部
暦
は
祁
皆
す
る
｡
是

等
の
地
層
は
殆
ど
水
平
で
此
の
附
鑑
で
は
所
謂
武
減
野

系
下
部
暦
と
上
部
暦
と
の
陶
係
は
盤
各

で
あ
る
が
､
新

治
郡
市
潟
町
附
近
で
は
弼
者
の
関
係
は
不
盤
令
で
､
上

部
暦
か
ら
産
す
る
化
石
は
千
葉
職
印
藤
郡
八
生
材
大
竹

及
び
同
郡
木
下
町
附
近
の
成
田
層
の
化
石
に
非
常
に
粗

似
し
て
ゐ
る
.
此
の
上
部
暦
の
月
暦
は
成
田
暦
枚
崎
階

叉
は
木
下
階
に
相
督
す
る
と
=
S
は
れ
る
が
､
高
横
町
附

近
の
月
暦
は
就

い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
る
積
み
で
あ

る
〇

六
九

二
七



1.Nuculanaconfusa(Hanley)--

2.GlycymerisyessoensiB(Sowerby)･･1

3.Barbatiabistrigata(Dunker).･･

4.Barbatiatenebrica(Reeveト ･

12 34

･CCCC
･RRRR

･---R
A-- RR

5.Barbatia(Fossularca)symmetrica(Reeve)
lnotofYokoyama]･･･---- Ra

6.Anadara(Scapharca)subcrenataLischke-I.････-A .･･.･-R - -

7.ATladara(Scapharca)inAataReeve･･- -AAAA

地

三昧

ノし
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茨
城
嚇
群
数
部
阿
見
村
及
び
舟
良
材
の
且
化
石
静

Crenellaspectabilis(A,Adams)-

Atrinapectinatajaponica(Reeve)

OBtreadenselamellosaLischke-

1234
- 氏I-

Chlamys(Chlamys)irregularis(Sowerby)･･･-

Pectenlaqueat.usSowerby-･･･.

Pecten(Patinopecten)tokyoensisToknnaga .･-

Lima(IJimaria)basilanicaAdamsetReeve-･

''Venericardia"toneanaYokoyama ･･

Anisodonta(Basterotia)gouldii(A,AdamSト

Phacoides(Lucinoma)acutilineata(Conrad).･

Phacoides(Parvilucina)叩.-

Codokia(Pillucina)contraria(Dunker)-.････

Codokia(Pillucina)pisidium(Dllnker)

DiplodontalunarisYokoyama ･･

Diplodonta(Felaniella)uBta(Gould)･

Joanisiellacumingi (Hanley)I.

Erycinacrassa(Yokoyama) ･-

EelliafujitanianaYokoyama･･.-

Mysellapaula(A･Adams)･･

Mysellaoblongata(Yokoyama)=･.

R R- R

… - R叫

- - -氏

･RRRR

- 氏R-

R- R-

R-- R

一 一 RR

A CCC

R氏- R

A AAA

- R一一

-R 氏氏R

R一 一 一

RRRR

- - R-

一一一RR氏

-- R-

R 氏R-

Mysellasubtruncata(Yokoyama)-･･ ･･･.･- - R-

Mysellasp.･･･.- ･････.･･-･･-･･･RaIA

Cardium(Cerastoderma)californienseDeshayes-･･･..･.R RRR

31.Cardillm(Cerastoderma)braunsiTokunaga--･･ ････-.･- RRR

82.Cardium(Fulvia)muticum(Reeve)･- ･ - .-･･-･ ･･･-R R AC

33.Dosinia(Phacosoma)japonica(Reeve).-･･-･ --‥･CA CA

34.Clementiavat.heletiMabille･･ ･-- R RR

完 喜65:Saellissta(cphaiC.inRec,atlfaDrii1W,::'W;n"... ''.-.A.= 言 霊言

37.Paphiaeuglypta(Philippi)I- -････- R RR

38.Venerupis(Amygdala)variegata(So鵬rby)･･･ --- R--

39.Protothacaadamsii(Reeve)･･ ･･･-･･･--G C CC

40.Arcopagiadelta(Yokoyama)･- -R R - -

41.Tellina(Angulus)nitidulaDunker･.･ .-IA A AA
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Tellina(Moerella)jedoensisLischke

MacomatokyoensisMakiyama････

Solecurtusdivaricat.us(Lischke)･t
SolencrusensterniiSchrenck.･ ･

MactrasulcatariaReeve･･･

AAA

RR R
地

4
R

A

R
AA AA

R- R-

Mactra(Mactrinula)dolabrataReeve･･･ .･･-RRA

RaetayokohamensisPilsbry･･････ -･CaCG

RaetamagnificaYokoyama- -RR R氏

Schizothaerusnuttalli(Conrad)･･ ---R一一
LutrariamaximaJonas･･.

CryptomyabtlSOenSisYokoyama ′

Aloidisvenusta(Gould)

PanopeJaponicaA.AdaTnS

Thracia(Ixartia)sp.

MyadoraauctuosaCould

R- - -

R- RR

-------RR

氏RCC

---R

-- R-

SCAPHOPODA

57.Dentalium(Dentalium)octangulatumDonovan- -RR氏R

58.,Dentalium(Antalis)weinkallfnDunker- ･-氏-RR

59.Dentalium(Laevidentalium)coruscumPilsbry. -RR氏R

GASTROPODA

節

一卜
四
*

60.Stomatellalyrat.aPilsbry-････ ･･- -R-
61.Margarites(I,irularia)pygmaea(Yokoyama)- ････R- - -

……:芸1elioeBatOn7pa,oc:Tcsaorio'ltisycahL': '‥ 日 .. 'Il.:二二 ≡= 空

64.Homalopomaamussitata(Could)

[-H.purplユreSCenS(Dunkel･)】I ･･-一 一 一 R

65.NodiscalarissoinaeformiS(Yokoyama)･- ･･R- - - 0

66.Cirsostrema(Amaea)picturata(Yokoyama)･. ･--- R氏

67.Epitonium(Asperiscala)a25umanum(Yokoyama)･--R- - -

68.Odostomia(Odostomia)1irnpidaDall良Bartsch..仰山R氏R-
69.Odostomia(Odostomia)gordonisYokoyama-･･ r･･･-RR-R

70.Odostomia(Odostomia)venustaYokoyama-･ ･･.-R-R

71.Odostomia(Iphiana)sp.ll･ ･･･- --- R-



72.Agathavirgobrevis(Yokoyama)-･

73.Turbonilla(Turbonilla)kidoensisYokoyama-I-I

74.Turborlilla(Turbonilla)edoensisYokoyama･･････

75.Turbonilla(Striotul.bonilla)sp.1･･

76.Turbonilla(Mormula)cf.scrobiculataYokoyama

77.Pyramidella(Tiberia)pulchella(A,Adams)･

78.PolinicessagamiensisPilsbry････

79.Polinices(Neverita)didyma(Bolten)-･

80,Polinices(Neverit,a)reiniana(Dunker)-

81.Eunatichapapiua(Gmelin).

82.Natica(Tectonat,ica)janthostomaDeshayes I

83.Tonnaluteost.oma(lLtister)I-･

84.RapanathomasianaCrosse-･･

茨
城
糠
桁
数
郡
阿
見
村
及
び
舟
抱
村
の
月
化
石
暦

LLB
公リ
7

CXU
9

ハU
1

2

cc
4

5

6

7

CX3
9

0

1

2

3

4

5

CC
n凸
8

QU
8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

n
V
0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1
聖

二
1.

Pyrene(Mitrella)varians(Dunker)･･

Pyrene(Atilia)niveomarginata(Smith)

Neptunea(Barbitonia)arthritica(Bernardi)

SiphonaliacassidariaeformiS(Reeve)-

Siphonaliafusoides(Reeve)･I,

SiphonaliafusoideslongirostrisDunk即

Bah.vloniajaponica(Reeve)

Buccinum (Volutharpa)perryi(Jay)

Nassarius(Tritonella)japonicuB(A.Adams).･

Nassarius(Niotha)gemmulatus(Lamarck)H

Fusinusperplexus(A.Adams)p･

01ivellafulgurata(Adams皮Reeve)I

Cancellaria(Narona)SpenglerianaDeshayes

Cancellaria(Solatia)noduliferaSowerby.I

Brachyt.oma]-effreysi(Smith).II

Asthenotoma(Suavodrillia)declivis(Martens)

1 234
1･･C R RR

･.･R-～一
･･･R-～一
･･･R-_-
-･R- R a

･-氏氏 R氏

-･- RR～

--氏R RC

-.- R R氏

･/･R R -a

-IR RRC

-･C C C C

-R氏 C-

･･･C C CC

-･C RC C

--R氏 氏氏

･L･-LR-1

-RR RR

･･.- R RR

-RR RR

-･R- R-

- C C CC

･･- R-R

-･RRRR

･･･R- 氏R

-･RRRR

･･.- R--

･.RR RR

･･.R R--
Asthenotoma(Suavodrillia)quantoanaYokoyama--･,- 氏R-

EtremasubauriformiS(Smith)･･･ -･･R R.R氏

Etremafortnirata(Smith)I- ･.I- R Ra

Terebra(Strioterebrum)hedleyanaPilsbry-‥･ -IR R- R

Terebra(Strioterebrum)serotinaAdams&Reeve-R氏 RR



也

球

1 2 3 4
106.Terebra(Str壬oterebrum)bathyrapheSmith

l-T.edoensisYokoyama].･･･- R R R

Terebra(Strioterebrum)textilisfIinds･･･ ･･- 氏 氏R

Terebra(Pervicacia)bifronJBHinds- -R氏--
Terebra(Punctoterebra)lischkeanaDunker. - RR -R

ActeonnlPPOnenSisYamakawa･.-I･･ ･,氏---
RingiculaarctataCould･･･ -ICCCC
RingiculayokoyamaiTakeyama･･･ ･･･CCCC
RetusaminimaYamal{awal.･･- ･･･R- RR

A R-A

(A-abundallt,C=common,R=ra′re)
Rhizoru白■sp.

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

鱒
二
十
四
各

節
三
班

]茜

三
二

以
上
の
貝
化
石
の
外
.
共
棲
珊
瑚

H
e
tero
cy
a昏
u

s
(
S

teph
a
n
o
se
r
3S)

c
a
l･t
ha
usi
F

e

t

ix

が
各
化
石
産
地
か
ら
普
通
に
得

ら
れ
る
｡
1
､
2
'
3
､

4
の
フ

fr
ナ
は

大

同
小
異
で
特
筆
す
べ
き

差
異
は
を

5,､
姐
戸
(
1
)
は
小

林
撃
士
の
報
告
さ

れ
た
常
宿
の
南
兼
約
千
四
官
米
の
廃
に
あ
わ
､
大
岩
田

音
宿
附
近
及
び
1
-
4
の
各
地
の
月
暦
は
明
は
同

一
暦
準
の
も
の
で
､
賂

同
様
な
種
板
が
優
勢
で
あ
る
｡

是
等
各
地
の
フ
ォ
ー
ナ
を

一
見
す
る
と
上

線
及
び
下
線
の
粥
又
暦
､
成
田
暦
に
普
通
在

韓

ercenari
a
stim
p
so
n
i

(G
o
u
ld
),
T
eltin
a
(P
eron
id
ia
)
)utea
vem
tosa
Schren
c
k}
M
actr
a

(S
pisuta)
sach
a
tine
nsis
S
c
hr
enck
の
親
潮
要
素
を
放
き

t
C
altista

は
南
方
性
の

C
.pa
cifi
c
a
(D
iltw
yn
)
に
ょ
っ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ

る
.
叉

稀
有
の
将
に
は

Ba
rb
a
tia
b
ist
rigata
(D
u
n
k
e
r)-
B
a
rb
atia
t
en
eb
ri
･

ca
(R
e
eve
),
B
a
rb
atia
(F
o
ssutarca)
sy
m
m
etri
ca
(R
eev
e).
Lim
a

(L
iniar
ia
)
b
asila
n
ica
A
d

a

m
s
&
カ
eeve.
M
yset1a
paula
(A
.A
da
.

m
s),
N
a
ssa
ri
u
s
(N
io
th
a)
g
em
m
u
tatus
(L
am
arck
)
等
の
親
潮
型

の
も
の
が
あ
る
の
で
可
な

み
況
暖
衣
水
温
聖

不
す

フ

ォ
ー
ナ
の
磯
に
も
恩

は
れ
為
が
､
大
部
分
は
日
本
要
素
で
'
稀
有
の
種
に
於
で
は
親
潮
､
黒
潮

両
要
素
は
略
同
数
で
'
優
勢
種
に
は
親
潮
式
の
も
の
が
有
る
の
に
反
し
て

黒
潮
式
の
も
の
は

一
つ
も
覆

い
｡
故
に
此
の
化
石
動
物
群
は
黒
潮
の
影
響

を
受
け
る
が
親
潮
の
勢
力
の
方
が
優
れ
た
虚
の
79
の
で
､
現
在
の
陸
前
､



陸
中
あ
わ
-
の
フ
ォ
ー
ナ
ほ
似
て
ゐ
る
0

(三
)
大

塚

撃
士
の
試
み
ら
れ
た
大
岩
閏
及
び
育
宿
附
鑑
の

貝
暦
の
水
渦
指
数
は
大
竹
の
月
暦
の
も
の
と
大
差
な
い
｡

筆
者
も
此
陵
の
馬
は
大
塚
学
士
の
用
ひ
ら
れ
た
産
出
頻

度
の
或
み
p
並
は
水
弧
の
重
み
を
使
っ
て
1
-
4
の
各

地
の
月
暦
の
水
瓶
指
数
を
計
算
し
わ
が

韓

ean
o
f
cold

f
act
ors
54
oAo,
琶

ean
o
f
w
a
r
m
f
actor
s4
6
040
で

大
塚
撃
士
の
出
さ
れ
た
結
果
に

近
-

､
大
竹
の
水
泡
指

数
に
淀
似
し
て
ゐ
る
.
放
し
G
lycy
m
eris
yes
so
ensis

(s
ow
e
Tb
y
)
は
多
-
は
を
い
が
､
大
竹
に
普
通
を

G,

v
eg
t
it

a
(I)unker).
G
.
aib
olin
eata
(Li
s
ch
k
e)
那

秦
-
無
-
～
Pec
ten
tokyoensis
To
kunag
a

の
有

る
こ
と
に
ょ
-

大
竹
の
月
暦
と

は
比
較

し
が
た
い
0

舟
島
村
の
南

方
約
十
二
粁
の
澗
敷
郡
長
戸
村
牛
田
の

崖
に
上
下
二
静
の
貝
暦
が
露
出
し
て
ゐ
て
'
下
の
月
暦

は
地
衣
上
約
五
米
の
間
に
あ
わ
.
上
位
の
只
暦
は
其
の

約
十
二
氷
上
に
あ
る
｡

下
位
の
月
暦
に
は

P
eCt
en

tokyoensi
s
T
ok
unaga
が
あ

-
G
ty
c
笥
P
e
r
is
y

es･

soensis
(Sow
e
r
by
)が
非
常
に
多

い
が
'
上

の
只
暦

に

褒
城
嚇
桁
数
都
阿
見
村
及
び
舟
島
村
の
且
化
石
暦

は

P
.to
kyoen
s
i
肝
T
okunaga
を
敏

き
G
lycym
eris

v
e
stita
(D
un
k
er)
が
多
い
'

其

の
他

C
yctin
a

sin
en
s
is
(G
m
e
tin
)}

M
eretrix
m
eretri
x

Li
nn6.

Arco
pa
gi
a

d
etta
(

Y
ok
o
ya
m
a).
T
ettin
a
(P
ero
･

n
id
ia
)
1u
te
a
v
e
nulosa
Schren
ck}
M
a
ctr
a
Bull

cat
ar
ia

R
eeve
,
M
actr
a
vene
riformi
s
Re
eve.

Sc
hizo
t
haerus
nut
talti
(C
on
rad
)
が
多
-
.

E

chi･

n
a
TaChnius
mi
r
abitis
(
A
.
A
g

assiz)も
少
-
な
い
｡

此

の
年
間

の
上
位

の
化
石

暦
の
フ
バ
｣
ナ
は
大
竹
の
も

の
と
非
常
に
ょ
-
似
て
ゐ
る
｡
下
位
の
月
暦
は
其
の
メ

ン

バ
ー
の
顔
ぶ
れ
は
於
で
阿
見
村
及
び
舟
島
村
附
近
の

月
暦
の
も
の
と

大
差
が
覆
い
｡然
し
後
者
に
少
夜
か
つ

ね
｡
G
tycy
m
eTis
yessoen
sis
(S
ow
erb
y)及
び

f
)i･

pto
d

o

n
ta
(F
elan
iella)
ust
a
(G
ou
ld
)
は
前
者
に
非

常
に
多

い
が
'
是
は
局
所
的
の
差
で
,
阿
見
柑
及
び
舟

島
村
の
只
暦
は
中
尉
の
下
位
の
も
の
に
対
比
さ
れ
る
｡

(川
)

最
近

三

土

知
芳
技
師
の
調
査
に
依
-
千
葉
煤
成
田
町

附
近
の
地
質
並
に
同
地
方
の
化
石
暦
の
関
係
が

一
層
明

に
な
っ
た
｡
三
土
技
師
は
依
る
と
長
門
朴
牛
田
の
崖
に

完

正

三
171



地

政

鮮
二
十
四
魯

露
出
し
て
ゐ
る
上
下
二
圏
の
月
暦
は
印
旗
暦
の
乙
化
石

帯
及
び
岬
化
石
雅
で
あ
る
.
阿
見
村
及
び
舟
島
村
の
月

暦
が
封
此
さ
れ
た
此
の
叩
化
石
群
の
正
機
を
つ
き
と
め

る
為
は
暫
-
本
題
を
離
れ
て
間
膜
を
千
葉
堀
に
移
し
'

成
附
町
附
鑑
の
化
石
暦
に
就
て
述
べ
る
乙
と
は
す
る
｡

印
勝
暦
甲
化
石
昔
に
巌
す
る
も
の
に
千
葉
牒
香
取
郡

中
郷
相
和
H
の
月
暦
が
あ
る
'
此
虞
の
含
化
石
暦
は
償

暦
を
鼻
す
る
次
色
砂
暦
で
地
表
上
約
三
米
露
出
し
､
其

の
上
に
は
砂
p
粘
土
互
暦
が

一
光
耕
露
出
し
其
の
上
は

草
に
被
は
れ
で
ゐ
て
観
察
出
水
覆

い
｡

和
田
の
フ
ォ
ー

ナ
は
牛
附
の
も
の
と
大
差
を

い
が
へ
中
田
で
は
少
か

つ

ね
｡

M
a
ctra
sutcatari
a
R
eev
e
及
び

M
a
ct
ra

(S
pisula)
sach
al
in
en
sis

S
ch
ren
c
k
が
新
円
に
於

で

は
可
な
み
普
通
に
産
す
る
｡
和
田
の
商
約

1i
二
二
粁
の

多
古
地
道
東
成
刑
騨
基
の
崖
に
も
同
様
な
月
暦
が
露
出

し
て
ゐ
る
｡
史
に
成
田
町
か
ら
嘉
戚
電
車
の
軌
道
に
沿

っ
て
南

へ
行
-
と
飯
田
新
田
及
び
宗
吾
附
近
に
今
は
露

出
が
恵
-
な
っ
た
が
､
三
士
技
師
の
印
肺
暦
甲
化
石
群

は
虜
す
る
化
石
厨
が
見
ら
れ
る
0
･1[ポ
寄
附
近
で
は
次
の

妨
三
雛

完
六

三
四

種
が
普
通
に
稗
ら
れ
る
｡

G
ly
cy
m
eri
s
y
essoen
s
is
(S
o
w
e
r
b
y)

D
os
in
ia
(P
h
a
c
osom
a
)
ja
po
ni
ca
(
Re
ev
e)

M
erc
e

naria
stim
so
n
i
(C
ou
ld
)

T
ettin
a
(A
n
g
u
lu
s)
n
it
id
uta
D
u
n
k
e
r

M
a
ct
r

a
sul
catari
a
R

eev
e

M
a
ct
ra
(Sp
isuta
)

sach
al
in
en
sis
S
chr
en
ck

R
ae
ta
y

ok
o
h
am
en
sis
P
itsb
ry

C

r
yp
tom
y
a
b
usoens
is
Y
o
ko
y
a

m
a

P
anop
e
j
ap
o
n
ic
a
A
.
A
d
a
m
s

A
c
taeop
y
ra
m
i
s
ex
imi

a

(L
isph
k
e)

A
g
ath
a
virg
o
b
re
vi
S
(Y
o
k
oy
am
a
)

N
atica
(T
ecton
atica
)ja
n
t
h
ostom
a
D
esh
ay
es

B
u
cc
in
u
m

(V
otu
th
arp
a
)
p
er
ry
i
(J
a

y
)

此
の
フ
ォ

ー
ナ
は
和
田
及
び
兼
成
田
の
も
の
と
大
同

小
異
で
あ
る
.
更
に
南

へ
少
し
行
-
と
京
成
酒
々
井
輝

の
近
-
ほ
湘
叉
暦
上
岩
橋
階
の
模
式
産
地
で
あ
る
字
坤

(洗
)

に
出
る
｡

此
虞
の
フ
ォ
ー

ナ
ほ
就
で
は
概
に
横
山
教
授

が
述
べ
ら
見て
で
居
る
の
で
省
略
す
る
が
､
飯
田
新
田
及



び
競
寄
附
鑑
の
も
の
と
大
罪
夜

い
0
和
m
ー
兼
成
m
ー

飯
托t
新
田
､
宗
薯
及
び
寧
坪
の
化
石
瀞
は
厳
密
に
は
同

1
層
準
で
な

い
に
し
て
も
略
同
時
代
の
も
の
と
考

へ
て

差
支

へ
な
か
ら
う
｡
従
て
三
士
披
師
の
印
播
暦
甲
化
石

昔
は
横
山
致
接
の
爾
又
暦
上
岩
橋
階
に
相
督
す
る
rJ
と

は
在
る
0

和
田
及
び
東
成
凹
の
源
棲
月
数
を
含
む
低
層
を
農
す

る
衣
色
砂
闇
の
直
上
の
砂
粘
土
瓦
暦
は
化
石
を
含
ま
覆

い
が
､
恐
ら
-
は
酒
々
井
に
於
で
上
岩
橋
階
の
化
石
を

含

む

凝
炭
質
砂
暦
の
直
ぐ
上
の

E
ro
d
o

na
fr
e
quens

(Y
ok

oya
m
a)

を
含

む
快
水
成
の
粘
土

即ち
エ

ロ
ド
ナ

鞘
に
珊
常
す
る
で
あ
ら
う
｡

.
次
に
茨
城
牌
に
戻
っ
て
長
門
村
隼
田
の
下
位
の
只
暦

並
に
是
に
封
此
さ
れ
る
阿
児
村
及
び
舟
鳥
相
の
月
暦
は

粥
又
暦
上
岩
橋
階
に
封
此
さ
れ
'
牢
附
の
上
下
二
化
石

層
の
中
間
は
あ
る

]
米
轟
の
砂
､
粘
土
瓦
厨
及
び
阿
見

相
､
舟
島
村
附
鑑
で
見
ら
れ
る
窮
二
間
の
HH
の
地
層
は

エ
ロ
ド
ナ
背
は
朋
脅
し
､
H
は
絶
て
狭
義
の
成
田
暦
で

あ
る
｡
潤
筆
に
常
-
種
々
御
致
示
下
rb
つ
た
中
村
'
横

山

'

票
田
の
諮
先
生
に
謝
意
を
衷
す
る
.
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